
事業別活動報告 

■霧多布湿原ナショナルトラスト保全活動 

■日光杉並木保護活動 

■富士山地域の環境問題への取り組み 

■北海道・九州地区での国有林森林マラソン 
環境問題への関心、意識を高めていただくことを目的とした
このコンテストも今年で13年目を迎えました。「地球を救う
ために、いま私たちができること」をテーマに、環境保護に
関する意見や提案、実践活動の報告、ポスターの募集に、今年は
6歳から98歳まで、世界10カ国から2万4634件のご応募が
ありました。 

「第20回全国都市緑化おおいたフェア おおいた 緑・香り 夢
フェスタ’03」今年で7回目を数える(財)都市緑化基金との
共催で行われるこのコンサートに、今年も開催地大分県内の
小規模作業所で働く障害者の皆さまとそのご家族320名を
ご招待し、フェア会場の花や喜納昌吉さんのコンサートを
楽しんでいただきました。 

■地域清掃活動支援 

■地球にやさしい作文・活動報告コンテスト 

■全国都市緑化フェア チャリティーコンサート 

（財）日光杉並木保護財団と一緒に取り組んでいる保護活動の
一環として、平成15年度は、周辺の環境の悪化等により弱った
並木杉を｢木柵工法｣により樹勢回復させる事業を、今市市内の
例幣使街道約1.3キロに実施しました。 

自然環境保護・保全事業 地域環境美化事業 

広報事業 

NPO法人霧多布湿原トラストと当基金とがパートナーシップ
協定を結び、湿原の保全活動を行っています。平成15年度は、
湿原地内に建てられた廃屋を解体し、湿原の復元調査や、木道の
整備や環境学習活動への支援を行いました。 

平成9年より出展し、市民や札幌を訪れる観光客の心のオア
シスとなっている「札幌大通公園花壇」や、広島市の“花と緑の
あふれるまちづくり”を目指す、『グリーンパートナーモデル事
業』の趣旨に賛同し、広島市内4カ所に出展した「パートナー花
壇」などの植花活動を継続して行っています。 

■花壇出展 
今年で6年目の｢富士山クリーン大作戦｣にはセブン－イレブン
社員176名が参加。青木ヶ原樹海周辺の清掃活動を行いました。
また、｢富士山環境保全支援プラン助成制度｣では12団体
１個人を応援。NPO法人富士山クラブとパートナーシップを
組み、富士山地域でさまざまな環境活動を行っております。 

日本の環境問題の縮図といわれる富士山地域の環境問題への取り組みは、 
セブン－イレブンみどりの基金設立以来、ゴミ問題やトイレ問題などにおいて継続して活動を行っています。 
また自然環境保護・保全活動では、平成12年から支援している「日光杉並木保護活動」、 
平成14年から支援・協力している「霧多布湿原ナショナルトラスト保全活動」を継続して支援しています。 

セブン－イレブンみどりの基金は、身近で誰にでもできる環境活動として、地域での清掃活動を支援しています。 
清掃活動に必要な軍手やごみ袋はリサイクル素材を使用し、資源の再利用を行っています。 
また、この清掃活動への資材提供は、店頭募金の使われ方を多くの方に理解していただく 
機会の一つであるとともに、ごみを捨てない日本人の心を取り戻す活動として行っています。 

今年度、TV放送番組の提供を開始し、『緑豊かな未来へ』（BS朝日）や 
『We Love The Earth』（メガポート放送）の番組提供を行いました。 
今後も、いろいろなチャネルを活用して、一人でも多くの方に 
日本の環境やNPO活動の現状を広報してまいります。 

北海道札幌市奥定山渓国有林地域と福岡県糟屋郡若杉山国有林
地域で開催された大会ではあわせて約1700名の方が、森林
マラソンや、ウォーキングなどのエコスポーツを楽しみました。
この大会の参加費の一部は地域の森づくりに役立てられます。 

オリジナル軍手やごみ袋などの資材提供をしている地域清掃
活動は、びわ湖の日滋賀県下一斉清掃活動など14件。7月と
11月に実施されるセブン－イレブンチェーンの社会貢献活動「セ
ブン－イレブンデー全国一斉清掃活動」では、4万8000人が参加。
約107トンのごみが回収されました。また9月15日に実施さ
れる「カントリー大作戦」では約7万6000人のスカウトが参加。
38万本の空き缶やペットボトルを回収しました。 
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「北海道森林マラソン・トレイル フェスティバル2003」 

霧多布湿原は水鳥や湿原の保護を目的とした｢ラムサール条約｣の登録地です。 

並木杉の樹勢回復事業（栃木県） 
並木杉の老齢化や自動車の排気ガスなどの影響で、毎年100本の並木杉が枯死して
います。 

セブン‐イレブンみどりの基金花壇は、大通4丁目東側にあります。 千葉中央公園 銀座通り会場（千葉県） 

NPO法人 富士山クラブ 
2月23日を中心に開催された｢富士山の日 国際シンポジウム2004｣では、国内外で
山岳環境問題に取り組んでいるNPO・NGOが集まり、環境問題解決にむけて、各団体の取
り組んでいる事例発表や討論が行われ、開催期間中に約350名の方が参加しました。 

富士山クリーン大作戦（富士山地域） 
投棄されているごみをカメラつき携帯電話で撮影し、GPSユニットで正確な位置とともに
データを蓄積するプロジェクトにも協力しました。 


